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ユリから分離された
チュー リップモザ イクウイルスの 1系統
前 田字 億 ･井 上 威 信 ･光 畑 典 二
精 ,]
わが国のユリに発生している病原ウイルス としては キュウリモザイク ウイルス (cu-
cumbermosaicvirus,CMV)7･8･ll), チューリップ モザイク ウイルス (tulipbreaking
virus,TBV)7･14･20),カソキッククーリ-フウイルス(citrustatterleafvirus.CTLV)5',
およびユリ潜在ウイルス (1ilysymptomlessvirus.LSV)LO'か報告されている.さきに.
筆者らは各地で採集した種々のユリから未記録と思われる Po【yvirusが分離されたこと
を報告した12'.本ウイルスは ユリ科植物の外に,TBVが感染しないと されている Che-
noPodiumquinoa,ツルナ,セソニチコウ,Nicoianaclevelandiiなどの仙物に感染し
たことから,TBV とは興なる別種のウイルスと考え lHy mild motHevirusと仮称し
た9'.その後の試験で,本ウイルスはチューリップに colorbreakingを起こすこと,本
ウイルスとTBVとは血清学的に近い輔緑関係にあることおよび両者の間に完全な干渉効
果が成立することなどが明らかとなった.これらの結果から,本ウイルスは新種のウイル
スではなく,TBVの1系統とするのが妥当であると考えた.本報作ではユリから分離さ
れた TBVの1系統の諸性質について記収するとともに, これとチューリップから分離 さ
れた TBVとの比較についても記述した.
本研究を行うにあたり,ユリのウイルス病の発生調fEならびに柄株の採lJ5に際し格別の便正を与え
られた各地の試駁研究機関U.)37くの方}Fに探.imの忍をぷする.
実験材料および方法
本葉験には,主に矧.hl爪宗像fTJ一m鳩で採柴したシソテソポウユリ (品種,ETの本)およ
び三塵蹟一志郡三雲村で採焦したスカシュリ (品笹不明,赤色種)から分離したウイルス
を供試した,本ウイルスとの比較のために用いた TBV標準株は岡山市大内田および倉敷
Jj-柄津で採鉱した,花弁に典型的な colorbreakingを室しているチューリップ (品種不
明,赤色種)から分離したものである.両者を区別するために本ウイルスをTBV-L,チュ
ーリップから分離した TBVを TBV-T と呼ぶ,
TBV-Lの分離は以下の手順により行った.病棟から各矧組物に汁液模範を行った結果,
ツルナおよび C.quinoaの接種薬に えそ斑点を生じた.このえそ斑点を按範源として,
ツルナあるいは C.quinoaでの単一病斑分離を2-3回 くり返すことによりウイルスを
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分離した.分離したウイルスはツルナあるいは C.quinoaで継代保存した.長期間の保
存は凍結乾燥によった.
奨映イ1Ti物の育成,接柵試験などはすべて20-30oCのガラス温室で行った.汁液按柾は
接稚似植物楽に 0.1M りん恨鯉補液 (pH7･0)を加えて麿砕 し, カーボランダムと綿球
を用いる常法により行った.
7プラムシ伝搬試除には,健全コカブ上で飼育した無苛の-l--1:-7カ7プラムシおよび陣
L^シソテッポウユリ上で飼育したワタ7プラムシを用いた.
ウイルス粒子の観熱 ま2%PTA (pH7.0)を用いた逆染色法によりqI子損徴醗 (El立
HU-12)で行った.ウイルス粒子の長さの測定3)は internalstandardとしてウイルス試
料に混入したタバコモザイクウイルス斬 由系の長さ (295nm)を去⊆準にして行ったO
ウイルスの部分純化は以 卜に述べる方法により行った.凍結したツルナの病葉に2倍旭
(V/W)の0.1%チオグリコール酸を含む 0.1M りん酸緩衝液 (pli7.0)を加えて磨砕し
たのち,2giのガーゼで搾汁した.粗汁液に1/4容丑の四塩化炭素を加えて10分間か くは
んしたのち,3,000×9,15分間遠心した. 遠心上淋 二塩化ナ トリウム (0.1M),Triton
X-100(1%)およびPEG6,000(5%)を加えて潜解し,4oCに6時間静常した.6,000×g.
20分間遠心して得られた沈椴を0.01M りん酸援衝液 (pH7.0)にけんだ くしたのち2回
の分由遠心 (8,600×g,20分間,65,000×9.90分仙)を行った. Tl'J速遠心の沈殿を少Ii
の上記の援師掛 こけんだ くしたのち,8,600×g,20分‖服ifJLした上清を部分純化ウイルス
とした.
本ウイルスに 対す る抗血清は1回当り0.5-1mgの部分純化 ウイルス を Freund's
completeadjuvant(DifcoLab.)と混合し家兎に3回筋鞘 l三射して作成した.免疫'rE邪
法は以下に述べる手順により行った,カ-ボン補強したコPジオン膜をはったメッシュに
ウイルス鞘病非の粗汁涯をのせ,数秒後に0.15M塩化ナ トリウムを含む0.1M りん簡緩
衝液 (pH7.0)で洗浄した.次に希釈した抗血桁をメッシュにのせ 25oCの湿寮内に20分
間陀いた.メッシュを上記の緩衝液, 次に蒸留水て洗浄したのち2%PTA (pH7.0)で
逆染色して謁節観祭Jkr･行った.
実 験 結 果
1.原 株 の 病 徴
テッポウユリ,シソテッポウユリ:庇児島,福岡,佐賀,穂高および=屯の各県で採粧
した18株から本ウイルスが分離された.これらの原株はモザイク.粂斑えそ,萎縮などの
種々の症状を∫T-=していたが,それらのすべての株が CMV,LSV,CTLVなどと孤性感放し
ていたので本ウイルスとユリでの病路との閲係は明らかにできなかった.
スカシユリ:岡LLlおよび三重県で採iJiしたスカシユリ (品榔不Bjl,赤色種)は本ウイル
スに単独感染していたが,難にかすかなモザイク,花弁には赤色部が白く抜ける使いcolor
breakingを呈していた (Plateト1). また,徳島県で採F,fiLLた LSVとの屯E･Lkl感染株 (品
種.清沖虹)では触全株より草丈が低 く, 共にモザイクおよび憧いえそが認められた,花
の病徴は観察していない.
オニ-.):≡ .巨県で採促した本ウイルスに里独感染してたオニユリは薬にモザイク杏-LPa=
していた.また,新薬には軽いえそ粂斑が認められた.
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2.寄主軒園および病徴
ツルナの 接種菓あるいは チュ一.)ップの全身感染薬を接種源として 17科 55種の植物
に汁液按唖を行ったところ,本ウイルスは 5科 10種に感染した (Tab一e1). シソテッポ
ウユリ,タカサゴユ リおよび チューリップには全身感淡したが,C.amaranticolor,C.
quinoa,ツルナ,ホ-レソソウ,フダンソウ,七ソニチコウおよび N.clevelandiiには接
種菓のみの感染にとどまり全身感染しなかった.本 ウイルスは以下に述べる14科 45極に
は感染しなかった. ナ7,料:タバコ (N.iabacum cvs.White Burley,Samsun),N.
gluinosa,トマ ト(Lycopersiconesculenlum), ビIT./(Capsicum annuum), ナス
(Solanummelongena).ペチュニア (Petunia xhybrida),ヨウシュチョウ七ソ7サガオ
(Daturasiramonium∀ar.chalybea),ヒヨス (LIyoscyamusniger),マメ科:エ ソドゥ
Table1.Hostrangesandsymptomatologyoftulipbreakingvirus
strainsisolatedfrom lHy(TBV-L)andtulip(TBV-T)
TBV-L TBVIT
Symptom* Symptom
Local SysLemic Local Systemic
ChenoPodmmamaranL/LCOlor
C.qumoa
BetavulgGris
Sj,mariaoleracea
Telragoniae,rpansa
Gomphrenaglobosa
lVicoiianacleuelandi
LLILumfoγmosanum
L.×jTormolongi
TulLj,ae,creSnerLana
??
??
?
?
??
? ?
sM,D 十 SM.D
mM 十 mM
sM,CB + M,CB
*Explanationofsymbols:NS,necroticspo【S;CS,chrololicspots.sM,severe
mosalC.mM,nlildmosaic:D.distortionofdowerand一eaves;CB,colol-breaking
offlower;+,symptornlessinfec【ion;-,noinfection.
(Pisumsativum), ソラマメ (Viciafaba), イソゲン (Phaseolusvulgaris), ササゲ
(Vignasinensis), 7ズキ (Tr.angularis), 1)ヨク トウ (V.radiaia), 7カ クローバ
ー (Trifoliumpratense), アルファルファ (Medicagosaliva), レ ン ゲ (Asiragalus
sinicus),Cassiaoccidenialis,キク科:ヒマワリ(Hel子anthusannuus),アスター(Cal-
1isicPhuschinensis),キソ七ソカ (CalendulaojiPcinalis), ゴボウ (Arctium la♪1)a),
シュソギク (Chrysanthemumcoronarium), レタス (Laciucasaliva), ウリ科:スイカ
(Citrulluslanatus), メロソ(Cucumismeloγar.reticulatus), シロウリ (C･melo
γar,conomon),キュウリ (C.sativus), ニホ ンカボチャ (Cucurbitamoschaia),ペポ
カボチャ (C.pepo),-チマ (Lunacylindrica),アブラナ料:カブ(Brassicaraba).
-クサイ (B.pekinensis), キャベツ (B.oleracea), ダイコン (Raphanussalivus).
ユリ科:ネギ (AlliumPstulosum), ニラ (A,luberosum). 7オイ科:オクラ (Abel-
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moschusesculenlus),イネ科:トウモロコシ(Zeamays),ヒルガオ科‥7サガオ(Phar-
bitisnil), キョウチクトウ科‥ニチニチソウ (Catharlmthusroseus), ナデシコ杵 ヒ
ジョナデシコ (Dianthusbarbatus),アヤメ糾:アヤメ (Irissanguinea), ヒガン/くナ
料:アマリリス (LIiPPeastrum Sp･),ツユクサ粧 ツユクサ (Commell'nacommunis)･
一万,本ウイルスが感染した5料10種の植物に TBV-T を汁液接超したところ,シソ
テッポウユリ,メ)'サゴユリおよびチューリップには感染したが,他の7椎には感染しな
かった.
感染のみられた租物の病徴を以下に記述する.
シソテッポウユリ:TBVILおよび TBV-T を3-4某朋の実生下郎こ接触したところ,
両者とも上兼にかすかなモザイクを生じた.椎物が生育するにつれて病徴は消失したが,
電鮪観察でウイルスは検出された.花には異常が認められなかった.
タカサゴユリ:両ウイルスとも横磯10-15日後に上薬に E捌くf/A:モザイクを生じた.漢
た,新しく出た新薬ではモザイク症状がより激しくなるとともに,黄身が紳くなり,ねじ
れを生じた.花には花弁裂帆 雌雄蕊の奇形などの病徴を現わした (PlateI-2).ウイル
スによる病微に差異はみられなかった.
チュ-I)ップ:両ウイルスを開花20日前のP.芯期のチュ-I)ップ(品和,RedMatador,
赤色種)には柾したが,薬 および花に鵜常は認められなかった. これらの株の仔球を11
月に植え接種翌年の病鍬を親祭した.TBV-Lを接槌した区では薬に激しいモザイク症状
が現われた (Plaleト5).また,薬の奨側には赤褐色のえそ粂斑を生じ,花はブラインド
となった. これらの株の葉の ウイルス氏をツルナでKJ=施した結果,シソテッポウユリの
6-8倍のウイルスを含んでいた.一方,TBV-Tを接種したチューリップでは共にモ･リ1ィ
ク (Plateト6),花に兆型的な co10rbreakingをJ･l=じた.品種,Renown(赤色柾)に
両ウイルスを地上新井jg]と出符湖の2度にわたり接種した.i;I.Jウイルスとも兼にモザイ
クを生じたが, その笹度は本ウイルスの方が TBVIT より明瞭であった. また,花弁に
coJorremovingtypeの CO】orbreaklngを生じた (PlateI-7,8).TBV-Lの場R.
退色した部分が白色となったれ TBV-T では淡訴色でありその中に赤色の小さな蛙Jt7.が
残る症状であった.これらの株の翌年度の病故については現在実験中である.
C.amaranlwolor,C.quinoa:TBVIL接祉 5-7日後に接秘薬に径 1-2mmの退色
斑点を生じ,のちえそ軌 烹となった,薬脈近くに形成されたえそ琉点が基脈にそって拡大
する場合もみられた (Pユateト3).
ツルナ:TBV-L按稚5-7L=1後には秘薬に柁 2-3mmの淡い退色軌屯を生 じ, のち
3-5mm に拡大して淡褐色のえそ斑点となった (PlateI-4).
3.病葉粗汁液中での安定性
ツルナの按唖薬粗汁綬中での TBV-Lの安達性をツルナを検娃植物として調べた結果,
不活化温度は55-60oC(lo介),耐保存性は 6-8日(20oC), 耐希釈性は10~3-10-1で
あった, また,シソテyポウユリ病柴の粗汁液中での耐水釈性は10~2-10-3であった.
4.77ラムシ伝搬
接櫛源栢物および接馴 Li物ともにツルナを用い,モモアカ7プラムシとワタアブラムシ
による伝搬試験を行ったどころ,木ウイルスは両アプラムシによって非永続的に伝搬され
た .
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5.電 顕 靭 察
本ウイルスに感染したユ.), ツルナ,C.quinoaなどの病.15-を DN法で観察した とこ
ち.長さ約760nmのひも状粒子が観察された (PlateIト1).また,上記の試料には-､ド行
直線徽細桝造がみられる抑抱質封入体の破片も検出された (PlateII12).一方 TBVIT
に感染したチュ-.)ッブ盛のDN試料中にも長さ約760nmの同様の粒子が観察された.
6.ウイルスの純化
えそ斑点が形成二15れたツルナの接種薬を材料にして本ウイルスの部分純化を試みた.節
述の方猷こより本ウイルスを部分純化することができたが, 収正は低く, 生薬1kg当り
2-3mgであった.部分純化試料中には寄主成分の混入が認められたが, 多数のひも状
粒子が観察された (PlateIト3).一万,本ウイルスに感染した シソテッポウユリおよび
TBV-T に感染したチューリップ非から同様の方法によりウイルスの純化を試みたが,ウ
イルスはほとんど得られなかった.
7.血 清 反 応
部分純化ウイルスを Freund'scompleteadjuvantと批合し. 家鬼に筋肉注射するこ
とにより,microprecipltintestで力価1/128を有する抗血清が得られた.この抗血清の
木ウイルスおよび TBVITに対する反応を免疫屯新法で調べた.この場合,対照ウイルス
として cymbidium mosaicvirusりあるいは irisseveremosaicvirus6)を試料に混
入した.本抗血清は･混入した2種の対照ウイルスとは反応しなかったが. 本ウイルスと
512倍希釈まで,heterologousな組み合わせである TBV-T とは128倍希釈まで反応し,
lLJ一審に対する反応性に差異がみられた (PlateII-4-6). また,同一希釈倍数の抗血帖で
処理した場合,抗体の付着瓜は TBV-T よりも TBV-Lの方が多く,免疫喝新法でい巧者
に迎いがみられた (PlateIト7.8).
8.干 渉 効 果
3-4来期の タカサゴユリの実生苗に1次ウイルスとして TBV-T を接種し,上糞に明
瞭なモザイク病故が現われたのち (竣成15-20日後),2次ウイルスとして TBVILを抜
徹した.2次ウイルス接都後30日および60日後にツルナに戻し接種して TBV-Lの感決
の有無を検定した.対照として,鯉接種の触全タカサゴユリにも TBV-Lを接柄した.醍
全タカサゴユリに TBV-Lを接種した区では,供試した8本の帖物のすべてが発病し,戻
し接種でもウイルスが回収された. 一万,1次ウイルスと して TBV-Tを接健した区で
は,供試した10本 の地物のいずれからも TBV-Lは挺出されず,両ウイルスのHLJHに完全
な干渉効54主が成立した.
考 察
聾者らはわが国のユI)に発生するウイルスの探索の過程IC.,各種のユ.)から末記録と思
われる Potyvirusが分推されたことを報告した-!1.-I)に発生するPotyvirusとしては
TBVが知られているが,TBVの寄主祇園は狭く,ユ.)料 植物に限られている16'.一九
ユ･)から分離された本ウイルスは-.)i:l.1R物の外にツルナ,C･quinoaなどの双子乗植物
に感放したことから,TBV とは異なる宋記録のウイルスと考え lilymildmottlevirus
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と仮称した0'.しかし,その後の検討結果,木組で/示す如く, 1)本ウイルスは チューリ
ップに COlorbreakingを起こす こと,2)本ウイルスは TBVと血清学的に近い炊練Dg
係にあり,i.(J'ゥィルス間の SDI(serologicaldi斤erenciationindex)15'は2であること,
および3)両ウイルスHLuに'jt乍な干渉効果が成立することなどが 明らかに された. これ
らの鮪火より,本ウイルスは末記録のウイルスではなくTBVの1系統とするのが妥当で
あると考えた.
TBVは殺初 Cayley(1928)と McKayら(1929)とによって記載され,世界中のチュ
ーリップとユリに広く分布しているウイルスである18).McWhorter13)はチューリップに
colorbreakingを起こす ウイルスをチューリップでの病徴の違いから Tulipvirus1
(color-removingvirus)と Tulipvirus2(color-addingvirus)とに分けた.その
後,BrierleyらL)はユl)から分離された 1ilymottlegroupの3種のウイルス (COarSe
motLle,virulentcoarsemottle,latentvirus)と上記の Tulipviruslおよび2と
の比較試験を行った結 果, これらの5種の ウイルスを一括 して tulipbreakingvirLIS
(Marmortulipae)と呼び,それぞれはその Strain(sub-specleS)であるとした.最近
では,TBVはチューリップでの COlorbreakingの typeと和度 か ら severestrain
(STBV)と mildstrain(MTBV)とに分析されている10･17).このように.TBVではそ
の病徴の追いに基づいてそぞれの系統に分けられているが,それらのいずれの系統L,チュ
ーリップに cOlorbreakingを起こすことおよび寄主範囲がユリ科植物に限られている点
では共池している.
しかし,本業畝で各柾のユリから分離 した TBV(TBV-L)は既報の TBVに7^られ
なかったユリ科以外の7唖の双子兼組物に感染した.すなわち,TBV-Lはツルナ,C.
amaraniicolorおよび C.quinoaの接種柴にえそ斑点を形成し, 七ソニチコウ, ホーレ
ンソウなどには接機業に無病徴感染した.一方,co】orbreakingを呈しているチュ-リ
ップから分離した TBV(TBV-T)のいずれの分離株 (計7分雌株を供試)もツルナ,
C.quinoaなどの植物には感染せず,従来報告されているTBVの寄主紀聞と一致した.
このように-I)およびチュ-)ップから分離された TBVの寄主簡閲に大きな差火がみら
れたことは興味深い.わが国において,各種のユリからTBVが分離されたことが報G.さ
れているが7･11120),それらのウイルスがツ/L,ナや C.quinoaなどに感染するか否かについ
ては明らかにされていない.また,謂外国においてもユリから分離された TBVの詳細な
寄主抱関の試験は行われていないようである.したがって,ユリから分離された TBVが
すべて本奨験で得(-)れた TBVILと同様の性質を有するか否かは不明であるが,筆者らは
これまでにユリから TBV-Ttypeのウイルスが,チュ-I)ッブから,TBV-Ltypeのウ
イルスがまれに分離されることを確認しているので (未発表)この点にtigしてはし‡らに詳
しく調べる必要がある.
TBV-Lおよび TBV-T の2,3のユリ科机物での病微を比較した結見 シソテッポウ
ユリおよびタカサゴユリではほぼ同じであったが,供試したチューリップの2品種では児
なっていた. チューリップ品種 RedMatadorにおける接種翌年の病徴は TBV-Lでは
射 こ激しいモザイクを生じ, 花はブラインドとなった. 一方,TBV-T では卦 こモザイ
ク,花弁に典型的な colorbreakingを生じた. また,品唖 Renownの接磁当年におけ
る病徴は両ウイルスとも葉にモザイク,花に colorremovingtypeの colorbreaking
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を生じたが,その程度は TBV-Lの方が激しかった.このようにチューリップでの病徴に
差夕拍ミみられたが, colorbreakingの typeや粒度はウイルスの接種時期や品唖などに
よって大きく異なることが知られているので18,19),この点についてはさらに多くの品櫛を
用いて試験する必要がある.
ツルナの病柴を用いてTBV-Lの部分純化を試みたが収止は低く生某 1kg当り2-3mg
であった.このことはツルナでの えそ斑点が薬全面に形成されにくいことおよび ウイル
ス濃度が低いことによるものと考えられた. また,チューリップ薬を材料として TBV-T
の純化を試みたがウイルスはほとんど得られなかった.TBVの純化は 困難とされていた
が16),最近 Derksら2)によりTBVの新しい純化方法が報告されたので,今後この純化
方法を試みる必要があろう.また,TBV-Lに感染したチューリップ炎の DN試料中には
多数の粒子が観察されることから, TBV-Lの純化材料にチューリップを用いるのも有効
であると思われる.
TBV-Lの部分純化試料を家兎に筋肉注射す;.I,ことにより,micro-precipitintestで力
価1/128の抗血債が得られた.本抗血清を用いて TBV-Lと TBV-T との血描学的類縁
関係を免疫電鋸法で調べた結果,両系統は血招学的に近い関係にあるが,両者の抗原性に
差異があることが認められた.VanSlogterenら17)は STBV,MTBVおよびユリから分
離したウイルス (LV)間の血清学的焼線関係を調べた結果,LVに対する抗血清は LVお
よび STBV と反応したが,STBVあるいは MTBVに対する抗血清は ST8V とのみ反
応し,LVとは反応しなかったことを報告している. また,Derksら2) はチューリップ
の品種 JackLaanから分離された TBVに対する抗血楢は チュ-リップよりもユリに感
染しているTBVとよく反応 したが, 品柾TexasFユameから分離された TBⅤに対す
る抗血清はその逆であったことを報rTしている. このような~r拍さは ユリから分離される
TBVとチュ-リップから分離されるTBVとは血清学的にエ9,I.があることを示唆してい
る.しかし,これらのウイルスと本実験で分離した TBVILとのug旅は明らかではない.
今後,TBV-Lおよび TBV-T の各種のユリおよびチューリップでの病臥 細胞質封入
体の構造,ウイルス粒子の諸性質,血清学的性質,栽培ユリおよびチューリップでの発生
頻度などに関する比較試験を行う必要がある.
摘 要
日本各地で採集したテッポウユリ,シソテッポウユリ,スカシユリおよびオニユリから
分離した Potyvirusは tulipbreakingvirus(TBV)の1系統と同定された.
本ウイルス(TBV-L)は汁液接唖によってシソテッポウユリ,タカサゴユリおよびチュ
ーリップに全身感触し,ツルナ,ホ-レンソウ,フjLソソウ,七ソニチコウ,C.amaran-
ticolor,C.quinoaおよび N.cleuelandiiにJLHJ部感放した.一九 チュ-リップから分
離した TBV(TBV-T)は上記のユリ科仙物には感染したが,他の双子菓椀物には感染し
なかった.シソテッポウユリおよびタカサゴユリにおける TBV-L と TBV-T の病徴は
同様であったが,チューリップでのモザイク症状および colorbreakingの根 苦はTBV-L
の方が激しかった.
本ウイルスは モモアカアブラムシとワタアブラムシに よって非永続的に伝搬された.
ツルナ租汁液中での不活化温度は55-60oC,10分, 耐希釈性は 10-3- 10~4, 耐保存･性は
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6-8日(20oC)であった.
TBV-L および TBVIT 感独英ojDN.拭料中には,｣てさ約 760nm のひも状粒If-と細胞
f-[封入体の破片が観察された.
ツルナの病巣を材料に して TBV-Lの部分純化を 試(7,J=. ウイルスの 収出は/+t葉 1kg
当り2-3mgであった.部分純 化した TBV-Lを家兎に筋肉江射 して,micro-precipllln
les亡で力価 1/128を有す る抗血清を得た. 本抗血清は 免疫也新法で TBV-L と512倍希
釈 まで,TBV-T とは 128倍希釈 まで反応 し, 両者の抗原性に差鵜がみ られた.
タカサ ゴユ リで TBV-L と TBV-T との間に完全な干渉効果が成立 した.
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ADistinctiveStrainofTulipBreakingVirus
lsolatedfrom LiliesinJapan
TakanoriMAErJA,NarilObuINOUYE
andKojiMITSUTf^T^
SummAT･y
DLlringasLIrVeyOfvlrLISeSlnFectLng lliesln Japan,a dlStlnCtlVeStraln Oftulip
breakingvlrLIS(TBV)wascommonlyisolatedfrom Ll'lium longLjlorum.i y/oT･mOlongL
(ahybridlily,LjbrmosaTZumXL.LonglPorum).L.XclegansandL.lancVoluLuL TheVil~uS
desLgnaledasTBV-LcouldbedistingulShedユrom thetypes亡ralnOfTBVintulip(TENT
T)bydiferenceslnhostrangeandsy=1PtOn伯lL'logy. TBV-Lwaslransmltledby me-
chanicalinoculationtosevendlCOtyLedonousspcL:ies(ChenopodlumamarOnttCOLoγ,C.quinua.
TeLragon70expanse,Gomphrenaglobosa,NlrOLuJ細 ,/I(･veLaT7dH,BeLauulgarlSand Sf"IまaCe〟
oleracea)inaddlliontolHiesandtulip,IlT.e.rAanSaS一ip.TBV-L wusinfectlVeatLl
dilutionoflolabutnoH 0-4,afterleatlngat550CforlOmlnbLltl10lat60oC,andalter
6daysbutnot8daysat20oC.TheviruswEtSlransml【tedbytheaphidsMyzuspeZ.SICae
andA♪lusgossypllinanon-persLS[entmanner. n^[iserum withtltreOfi/1281nnlicro-
p1-eCIPitinlestwasobtainedfromarabbitinjectedintramuscularlywlthpartiallypurlned
TBV-L.InseI･OloglCa1yspecificelectronmicroscopy,thereactionend-poln亡oftheaL1-
tlserLlm Was I/512. 71',Ⅴ-L wasclosely related serologically lo.butdistinctfrom,
TBV-T.Acomple【ecross-pl･OteClionwasobse1-vedbetlVeenTBV-LandTBV-T.
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Explalationofplates
PlateI
l･FlowerofLilわlm XelegansnatLIralyinfectedwith TBV-L,showingcolor
breaking.
2.SeveredistortionoEflolVerinI,.fo,r･mosanum infectedWithTBV-L.
3.NecroticspotsinChenopodmmqumoalnOCulaledwithTBV･L.
4.NecroticspotsinTeL/ragonlae.rj)ansainoculatedwithTBV-L･
5.Severemosaicintulipcv.RedMatador'infectedwithTBVIL
6.Mosaicintu一ipcv.RedMatadorinfectedwithT】〕VIT.
7.ColorbreakingofRowerlntulipcv.Renown 】nfected withT】∃Ⅴ-L(1-ight)
andflowerofuninoculatedtulip(left).
8.ColorbreakingofRowerintLllipcv.Renown infected with TBVIT (right)
andRowerofunlnOCulatedtulip(left).
PlateIL
11ParticlesofTBV-LinleafdlPPreparationstalnedwithphosphotungslate,
21FragmentsofcytoplasnllCin°)usionlnleafdippreparationfrom T.exj･ansa
inoculatedwlthTBV-L,
3.Elect1-0nmicrograplOfp<lrtiallypurihedpl.eParalionofTBV-Lstainedwith
phosphotungslate.
4-8.SerologlCalyspecIFICe】ectronrnicroscopyofTBV-LandTBV-T.Theviruses
wereincubatedfor20mlnWithantiselumtOTBV-L,diluted1:16.4)TBV-L
Trom infectedT.exbansa.5)A mixtureofTBVILandirissevere mosaic
virus･6)A m)xtul.eOfTBVIT andcymbidiLIrnmosaicvlruS.7.8)A mix-
tureofTf;Ⅴ-LandTBV-T.
Barsil1thepl10tOmicrograplSrepresent300nm.
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